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ボードレールの宗教性について
ー一彼の「絶対の存在」認識ー一

鹿 毛 憲

ボードレールは， 1857年の「悪の華』出版の10年以上も前から， こ

の詩集を計画し，また少しずつ詩篇を発表していたが，その名は，彼

の文学仲間，或いは一部の文学愛好者のあいだでは，特異な詩人とし

て知られていたものの， 1857年の段階では，一般には，詩人としてよ

りはむしろ，さまざまな新聞・雑誌への寄稿家，或いは＇‘官展批評”

の美術批評家，或いはまたエドガー・ポオの翻訳者として通っていた。

その詩人も， 1857年，詩集『悪の華』を一冊の本として発表，社会に

‘新しい戦慄//I) を与え，ともかくも詩人として知られる存在となっ

た。しかしながら，この詩集も， "Benediction"の詩人と同様に，その

誕生は社会の祝福を受けてのものではなかった。最初の構想では，こ

の詩集は，その標題を『悪の華』 (LesFleurs du Mal)とはいわなかっ

た。『レスボスの女たち』 (LesLesbiennes)との名前でこの詩集の公刊

広告が雑誌に掲載されたのは， 1845年10月にまで遡ることができるが，

それも 1848年11月には，『冥府』(LesLimbes)がこれに取って代り，『悪

の華』 (LesFleurs du Mal)との標題があらわれるのは， 1855年のこと

である。この年，「両世界評論」 (Revuedes Deux Mondes)に，詩18

篇が初めてこの標題のもとに発表されたのだが，この詩集『悪の華』

が発表されるまでの標題の変化ーDutitre petard au titre mysteri-

eux-2>は，特に，スキャンダラスな響きを持つ， "LesLesbiennes"か

ら，暗くて重い響きを持つ神学用語である "LesLimbes"への移行は，
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その Limbesという語が持つ，天国でもなく，地獄でもなく，錬獄で

もない，喜びもなければ苦しみもない，例えば洗礼を受けずに死んで

いった子供，信仰を持ち善良な生活を送った異端者，或いは，世の救

済が行われる以前に生きた義人などの死後の魂が行きつく沈黙の世

界， といった意味であることを考えるとき，神秘的ではあるものの，

それと同時に，一般には解りにくく，解ったとしても欝陶しい気分に

させるだけの，この標題の変更は，出版するに際して，出版元を納得

させることが困難であったことは当然であろう。この標題が『悪の華』

と決まったのは，‘＇ランプラン”というカフェでのことだと，アスリノー

Asselineauは証言する。バプー Babouの言による，この四文字の言

葉も，ボードレールの頭の中には何年も前から存在していたことであ

ろう。詩人の頭の中で，バラバラにではあるが確かに存在していた

これらの語のそれぞれの響ぎが， 'LesFleurs du Mal'となったとき，

その併せもつ響ぎは，既に，あとは発表するだけになっていたこの詩

集のそれぞれの詩篇をまとめて，ひとつの意図を持った，統一された

建築物として我々の前に呈示するに適切であると，ボードレールが確

信したであろうことは想像するにかたくない。語源的に，アンソロジ一

といった意味をもちあわせた 'Fleurs'と，"悪から美をひき出すこと’’

extraire la beaute du Malという，未分有の領土の獲得の意圏を示

す，十分に petardな，この標題は，些かこの四文字の中に，この詩集

全体を流れる思想とその傾向を含み持っている。それは，恰かも，こ

の日常の現実世界から立ち昇ってくる罪のにおいのする，あやしげな

薫香，とでも言えるもので，それはまた，現実世界に生きる人間の魂

のありのままの在り方を我々に示しているようである。そこには最初

から宗教のにおいがする。この立ち昇る薫香は，遠き彼方へ向うこと

が予想されるが，この超越は，サルトルが言うように

Ce que Baudelaire demande a la signification, ce n'est pas de 
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ボードレールの宗教性について（鹿毛）

depasser l'objet signifiant comme l'universel depasse l'exemple 

singulier qui le fonde, mais, comme un mode, d'etre plus leger 

pour aller au dela d'un etre plus dense et plus lourd, comme l'air 

s'echappe de la terre poreuse et pensante, comme l'ame surtout 

traverse le corps~> 

ことなのだろうか。そして，ボードレールの歴史は， "pourle reste, son 

histoire est celle d'une tres lente et tres douloureuse decomposi-

tionり

のだろうか。これらの疑問に答えるために，ボードレールの宗教性一

詩人の魂が向けられた場所は，常に絶対の存在との関連に於いて考え

られていたかーという視点から，詩，或いは他の作品に顕れたボード

レール自身の存在を考えたいと思う。

＊
 

＊
 

＊
 

1967年は，ボードレールの没後100年にあたり，さまざまな雑誌で，

ボードレールの特集が組まれ，また，ニースに於いては，世界各地の

ボードレリアンが集い，マルセル・リュフを座長にシンポジウムが催

され，当時のポンピドゥ大統領が参加して話題となったりした。

この年，カトリック系の文学雑誌 "LaTable Ronde"5>もまた，

'Baudelaire et son rayonnement'と題してボードレール特集号を組

んだ。寄稿したのは，スタニスラス・フュメ StanislasFumet, ェニ

ド・スターキー EnidStarkie, アンリ・ルメート ル HennLemaitre 

アルベール・ソーヌフェルド AlbertSonnefeld, イヴァン・クリスト

Yvan Christの四名であるが，特にここで取り上げたいと思うのは，

'Consultation'と題された，フュメとルメートル，それに医者で作家で

もあるクリスチャン・デデ ChristianDedet, 神父であるグザヴィエ・

チリエット XavierTillietteの四名による討論である。というのも，

ボードレールという人間，或いは，この詩人が書き残した言葉を扱う
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上で，この討論は，我々にひとつの示唆を与えてくれるように思われ

るからである。この討論は，フュメが進行役を担っているのだが，最

初に話題になるのは，当時， Grasset書店から出たばかりの，ボード

レールの未発表の手紙の中の一通である。それは， 1839年11月の日付

のある義兄であるクロード・ア）レフォンス Claude-AlphonseBaude-

laireに宛てた手紙である。ポードレールはその手紙の中で，薬のおか

げで，気だるさと頭痛はほぽ収まったが，苦痛は伴わない分泌物が出

ていることなどを知らせたものだが，このことに関して，医者でもあ

るデデが，ボードレールの母に宛てた他の手紙と併せて，当時のボー

ドレールの医学的診断を試みて， 1839年の10月か11月に，この病気に

感染したであろうことと， 19歳という年齢を考えるとき．，このショ・ツ

クは，バラ色に向かっていた彼の人生に突然重荷を背負い込ませるこ

とになり，このことは，ボードレールの残りの人生に影響を与えたこ

となどが語られ，フュメも応えて， この事件によって，罪に対する頭

の中での憎しみに加えて，遺伝性のこの厄介な荷物への認識，また，

肉体の愛に対する恐怖を知らず知らずのうちに感じる原因などが，

ボードレールに刻み込まれたであろうことが語られる。そして問題は，

論じられるべきテーマヘと移っていく。

それぱ，言ってみれば，ボードレールの宗教の内容なのである。ジャ

ンセニスムを背景とした，例えば，自然は腐敗しているのみならず，

悪でさえある，といった考え方である。ルメートルは，特にポードレー

ルの自然に対する考え方を示して，結局のところ，自然 'lanature'と

幸福 'lebonheur'の間に根本的な分離がみられ，詩人にとって幸福は，

芸術の中にあり，芸術 '!'art'こそが，反自然・超自然（＝善・幸福）

になっていると語る。この自然は， ''Correspondances"に於いて見ら

れるように二つのレヴェルを持っている。ひとつは，自然の自然

(nature naturelle)であり，いまひとつは，ボードレールが幸福を探そ
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ボードレールの宗教性について（鹿毛）

うとする超自然のシーニュとしての自然 (naturesur-naturelle)であ

る。そして，これら二つの間の象徴関係が重要なのである。この後者

の自然は，象徴の体系であり，即ち， "undictionnaire hieroglyphique" 

とも呼ばれるものである。それ故に，ボードレールにあっては，ジャ

ンセニスム的な自然という命題は，必ずしも公式通りとは行かない。

例えば， 1860年2月17日の日付のあるワグナーWagner宛ての手紙に

は，次のような一節が読める。

Le caractere qui m'a principalement frap恒 c'aete la grandeur. 

Cela represente le grand, et cela pousse au grand. J'ai retrouve 

partout dans vos ouvrages la solennite des grands bruits, des 

grands aspects de la Nature, et la solennite des grandes passions 

de l'homme?> 

この手紙の中で，ボードレールは，恰かも宗教的洸惚 extasereli-

gieuseの只中にいるかの如く，"我々の生よりも広大な一つの生の尊

厳のすべてを感じた"J'aisen ti toute la majeste d'une vie plus large 

que la notreりと書き，

Une fois encore, Monsieur, je vous remercie; vous m'avez 

rappele a moi-meme et au grand, dans de mauvaises heures~> 

と結んで，こころからの感謝を述べている。此処に於いては，自然（＝

悪）という命題は消し去られている。しかし，この手紙は，ボードレー

ルが40歳の時のものであり， 1839年のまだ19歳という若さでのこの病

気への感染というショックは，医者のデデが言うように，精神的な面

では，ボードレールに，禁止・制裁・罪とかの意識をはっきりと植え

つけたとは，十分に考えられることである。そして，この詩人に於け

る原罪意識がさらに明確化され，この＇＇原罪”が世の堕落を生んだこ

とを自覚したことであろう。そして， この最初の誤ちが，人祖アダム

そして，その後のイスラエル民族の場合と同様に，贖いを熱望させる
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のだろう。この原罪意識をボードレールに則して考える際に，彼の『笑

いの本質について』De!'essence du rireという小論文を忘れることは

できない。彼がこの小論文の中で説明している＇＇笑い"の本質は一

II est certain, s1 l'on veut se mettre au pomt de vue de !'esprit 

orthodoxe, que le rire humain est intimement lie a !'accident 

d'une chute ancienne, d'une degradation physique et morale?> 

ーまさにこの現象は，人間の原罪に由来するものであり，涙もまた失

墜によって生み出された現象であり，贖いの手段ともなるのはこのた

めである。そして，ボードレールが次のように述べるとき，彼は信仰

を暗黙のうちに告白しているように思われる。

En effet, comme le rire est essentiellement humain, ii est 

essentiellement contradictoire, c'est a dire qu'il est a la fois signe 

d'une grandeur infinie et d'une misere infinie, misere infinie 

relativement a l'Etre absolu dont il possede la conception, 

grandeur infinie relativement aux animaux団

このようなボードレールによる人間存在の理解，或いは，人間の置か

れた状況の把握は，真に「絶対な存在」との関連に於いてなされてい

るものであり，このことが，ボードレールの語る言葉を普遍的なもの

にしているのである。例えば， "Benediction"の中の詩人が語る次の詩

句：

-Soyez beni, mon Dieu, qui donnez la souffrance 

Comme un divin remede a mos impuretes 

Et comme la meilleure et la plus pure essence 

Qui prepare les forts aux saintes voluptes !1° 

もまた，人問の置かれたこの世を，完全なる幸福の国との関連に於い

て考察するとき，普遍的なひとつの真理となっている。それはもとよ

り，原罪による失墜の名残りなのである。このような例は，ボードレー
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ボードレールの宗教性について（鹿毛）

ルの作品の至る処に見い出すことができるが，それは，フュメの言葉

を借りれば，

II (Baudelaire) est aux ordres du createur et ii ne s'est pas 

aventure dans la labyrinthe sans s'etre muni de la notion du 

Peche originel, qui est la lampe catholique!2> 

のである。こうしたボードレールの‘‘宗教”については，いろんな見

解があるが，ピエール・エマニュエル PierreEmmanuelは，その著

『ボードレール』の中で，第一章を 'L'ARCHETYPE'と題して，い

ろんな見解をダイジェストに紹介している。エリオット Eliot, カス

ナ k- assner ァュ・ボス DuBos, バルベー・トー‘ ルヴィリ D'Au-

revilly, フュメ， ドーデ Daudet, リシャール Richard, サルトル

Sartre, ジュール・ルメートル J.Lemaitre, ボンヌフォワ Bonnefoy,

ジャン ‘‘ ・ンューヴ JeanJouve, フォ／ターヌ Fondane, ミルナー

Milner, ブラン Blin,ヴーガ Vouga,アーノルド Arnoldの15名にの

ぼるボードレールの"宗教”に関する意見である。そのなかでデュ・

ボスの言葉である，

La perte de fo1 n'entraine pas chez tous la disparition de la 

notion de peche, bien au contraire ; et celle-ci depourvue desor-

mais du contrepoids que fournissent la croyance et surtout la 

pratique chretienne ne s'incruste dans l'ame que pour la ronger.13) 

は，その罪の観念が平衡を欠いたものであるならば，ただひとり，’＇罪”

の観念という閉鎖された小さな円環の中で呻吟しつつ疲弊のどん底に

投げ入れられることが予想できる。そうした，恰かも，圧しつぶされ

ようとする魂が，叫ぶ声を，ドールヴィリは，『悪の華』の中に認めて

いる。リシャールは，ボードレールを幸福な芸術家として，我々に呈

示するのだが，それは，ボードレールの詩の表現のうちに，形式上の
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美，表現の形式に強く興味を惹かれているからだ。

A la profondeur ii conserve bien sa magie, sa verticalite sa-

crale, son pouvoir de resonance et de vertige, mais ii la vide aussi 

de ses terreurs, puisqu'il aboutit lui-meme a une surface, seman-

tique, a un sens precis et tout humain.1•> 

このリシャールのボードレール評は，前のとは少し異なり，恰かも，

"宗教"を排除したところの，純粋に作品のもつ美の様態を見つめよ

うとしているように思われる。また，サルトルは，ボードレールの‘宗

教”について明確な見解を示す。即ち，

Baudelaire, nous l'avons vu, n'a jamais eu la foi, sauf dans
 un 

moment ou la maladie l'affaiblissait.15J 

ボンヌフォワの見解も，

11 a inv,ente, Iorsque Dieu pour beaucoup avait ces函 d'etre,que 

la mort peut etre efficace. Qu'elle seule reformera !'unite de 

l'homme perdu.16> 

として，ボードレールの曖昧な精神性そのものが，＇‘宗教//となること

を示す。フォンダーヌは，こうした精神性を，

La haine qu'il (Baudelaire) a pour son moi n'est pas seulement 

philosophique, elle est sainte-aborrecimiento santo de si mi
smo-

tout comme pour saint Jean de la Croix. Vaincre et nier son
 moi, 

le salut est ace prix !17> 

として，キリスト教神秘神学に結びつけている。

こうした自己創造・自己充足の宗教性に， Christianismeの点から，

例えばマックス・ミルナーは，贖い主キリストが作品に欠けているこ

とを指摘している。プランも，彼の万物放射の理論はキリスト教的観念

と相容れないとし，ヴーガも，ボードレールには淵賣い”の観念が欠け

ていることを指摘している。アルノールは，ボードレールの精神性を，
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ボードレールの宗教性について（鹿毛）

l'hyperconscience dans le mal qui detache a quelque degre 

l"ame des ceuvres terrestres.18> 

だとしている。エマニュエルは，ボードレールの精神性(=,, 宗教II)

を両義対立性と定義する。ひとつの項は，追憶的な¥¥統一”への信仰

であり， もうひとつの項は，人間的条件への恐怖であり，芸術はこの

矛盾を確認しつつ，逆説的に取り除くのであり，魂の変わらぬ神聖性

を維続し続け，心の奥底を照らし出しながら，¥¥統一”の前に横たわる

深渕を表現するのである。そして芸術は，人間とその‘‘魂”との間の

仲介者としての役目を担わされるのである。この時，｀仲介者”という

観念が生まれ，‘‘絶対の存在”との合体を信じられる段階にまでたどり

ついたのである。これが，ボードレールの‘‘宗教”であることがわか

る。すなわち，神から与えられた‘‘苦悩”のなかに，‘‘仲介者”という

観念が生れることを指摘する態度である。

以上，ボードレールの¥¥宗教”についての主な見解を概観してきた

のだが，ボードレールの詩人としての態度を考えるとき，眼前の光景

が或る時，超自然の状態になり，それがひとつの象徴となるようなそ

のような時に、それが，その向う側に「絶対の存在」を持ちえるとき，

ボードレールの¥¥宗教”となるように思われる。併し，それが，仲介

者としての対象物一この行為のうちに，贖い・恩寵といった観念が生

れる一に愛を，そこに彼方の‘‘絶対の存在”の愛を感じとっていたか。

ボードレールのいう‘｀統一”は，ボードレールにとってひとつの存在

としてあり，彼に愛を与える，若しくは，そこで愛を感じられる対象で

あったのか。ひとつの詩篇を参照することによって， こうした，ボー

ドレールの‘‘宗教”が詩作品の中にどのように表わされているかその

例を見てみたい。

その作品というのは，『悪の華』の¥¥憂愁と理想"Spleen et Ideal詩

群の最初に位置する詩：『祝福』の Benedictionである。この詩篇は，
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ボードレールの三十歳前後の頃に書かれたと推定されているが，（アダ

ンAdamは， 1848年から1852年の間に書かれたであろうとする）そこ

に書かれたテーマは，ロマン派の詩人たちに好んで取り上げられた

テーマのひとつである。即ち，詩人の運命一社会に受け容れられない

詩人，そしてそれとは逆に，高邁なる使命を持つーである。そしてこの

詩は，詩集「悪の華』に登場するひとりの詩人一殆んどボードレー）レ

自身とも言ってよいーが辿る軌跡を，最初から予測させるものであり，

この‘‘詩人の運命I/というテーマは，この詩集に於いても同様に重要な

テーマでもある。そしてさらに，この詩の中で表わされている｀‘宗教I/

は， ひとつの典型を我々に示して呉れているように思われる。

詩人（大文字で表わされている）が，この世一序文にあたる『読者

に』 Aulecteurに描かれた，汚辱にみちた，悪魔が支配する罪の世界

ーに現われたのは，至高の力を持つ存在の命令によるものである。こ

の至高の力を持つ存在 puissancessupremesは，複数で示されている

が，その存在によってこの詩人に託された使命は何であろうか。母親

は，神に向かって，冒漬の言葉を浴びせるばかりである：

-"Ah! que n'ai-je mis bas tout un nreud de viperes, 

Plutot que de nourrir cette derision! 

Maudite soit la nuit aux plaisirs ephemさres

Ou mon ventre a con<;u mon expiation! 

Puisque tu m'as choisie entre toutes Jes femmes 

Pour etre le degout de mon triste mari, 

Et que je ne puis pas rejeter dans Jes flammes, 

Comme un billet d'amour, ce monstre rabougri, 

Je ferai rejaillir ta haine qui m'accable 

104 

library
ノート注釈
library : None

library
ノート注釈
library : MigrationNone

library
ノート注釈
library : Unmarked

library
ノート注釈
library : None

library
ノート注釈
library : MigrationNone

library
ノート注釈
library : Unmarked



ボードレールの宗教性について（鹿毛）

Sur !'instrument maudit de tes mechancetes, 

Et je tordrai si bien cet arbre miserable, 

Qu'il ne pourra pousser ses boutons empestes !"19> 

この憎悪にみちた，毒々しい母の呪咀は，現在，カトリック教会で祈

られるアヴェ・マリア AVEMARIAのフランス語版を考えるとき，

この二つが見事にも裏返しになっているように思われる。併し，ここ

に誕生したのは，悪魔ではなく，神の命を受けた詩人であり，彼は，

超自然の力の加護を受けて，光に満ちて風と遊び，雲と語らい，神の

命ずる道を，つき従う聖霊と共に歩む。恰かも，贖い主イエスの歩ん

だ道を思わせるが，・特に，公生活に入るまでのイエスを思わせるもの

である。そして

Tous ceux qu'il veut aimer l'observent avec crainte, 

Ou bien, s'enhardissant de sa tranquillite, 

Cherchent a qui saura lui tirer une plainte, 
Et font sur lui l'essai de leur ferocite.20> 

という詩節に来ると，イエスの公生活に於ける，ユダヤ人たちの仕打

ち，ファリサイ人たちの仕打ち，そして，ピラトによる尋問の後の，

謂ゆる十字架の道行を思わせるものがある。イエスは，弱いひと・貧

しいひとを愛したが，ここで詩人が愛そうとした人々とは，詩人に疑

いの眼を向け，試そうとする。そして， この迫害の歴史の中に，ボー

ドレールは， もうひとりの悪魔的な存在として，詩人の妻を登場させ

る。この女は，自分の細いが強い手を，男の胸にくい込ませ，心臓を

えぐり出し，自分のペット犬にくれてやろうと，辻から辻へと叫んで

歩くという，恐ろしいイメージで示される。恰かも，鬼女のようなこ

の妻に対比して，詩人は天に向かって両手を上げ神を讃美する：

-"Soyez beni, mon Dieu, qui donnez la souffrance 

Comme un divin remede a nos impuretes 
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Et comme la meilleure et la plus pure essence 

Qui prepare !es forts aux saintes voluptes ! 

Je sais que la douleur est la noblesse unique 

Ou ne mordront jamais la terre et Jes enfers, 

Et qu'il faut pour tresser ma couronne mystique 

Imposer tous Jes temps et tous Jes univers. 

Car il ne sera fait que de pure Iumiere, 

Puisee au foyer saint des rayons primitifs, 

Et dont Jes yeux mortels, dans leur splendeur entiさre,

Ne sont que des miroirs obscurcis et plaintifs !"21> 

既ち，詩人は神から特別に与えられた能力によって，苦悩が，実は，

神の恵みであることを知っている。何故なら，人間（＝詩人）は不完

全であるが故に，人間なのであり，苦悩がつきまとうのである。その

苦悩も，不完全さを矯正するために，神が与えてくれた薬なのである。

ここには，恰かも，ある聖人にとって，精神の暗夜が，実は，彼を神

に近づけようとする神の愛（＝恵み）であろのと同様な，神の逆説が

見られる。詩人は，このことを，特別の恵みによって理解するのであ

ろ。それ故に，苦悩は高貴なのである。そして，自分のすべてを賭け

て苦悩してこそ，詩人の頭には，純粋な光だけで作られた冠が輝くこ

とになるのだ。

この『祝福』という詩篇に於いて，苦悩 (souffrance或いは douleur)

の位置を考えてみるとき，即ち，我々人間には苦悩がつきものである

のだが，それは「絶対の存在」との関連（こ於いて考えてみると，［絶対
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ボードレールの床教‘性につし＼て（鹿毛）

の存在」はまた（全知・全能・全善の）「完全な存在」でもあるから，

我々が持つ¥¥苦悩”は，その不完全さの証拠なのである。何故，不完

全なのかというに¥¥原罪”を背負っているからである。完全な状態に

あった（神に似て）人間が，その位置から失墜した，その名残りなの

である。併し，このことは，人間の置かれた，社会の置かれた一「絶

対の存在」との関連に於いて一関係についての‘‘真理”であり‘‘真理”

であるに過ぎない。この関係を確認するだけでは，¥¥宗教”にはならな

いのであって，「絶対の存在」の問いかけが必要となる。詩人にとって

は，＇‘苦悩”を媒体として，神秘の冠をつくりあげようと意志すること

が，それである。何故なら，この神秘の冠は，聖軍団(saintesLegions) 

の席で詩人が頭にする冠であることが予想できるからだ。これは，あ

る意味では，天の国に宝を積もうという行為ではなかろうか。これが，

『祝福jという一見，その内容とはさかさまの題名のように思われる

詩作品の中に表わされたボードレールの¥¥宗教”であろう。彼方を此

方から見る場合に，さらに，その見た彼方，見ようとする彼方を此方

に伝えようとする場合に，免れようのない逆説が，この詩篇の題名と

なっているのである。

以上が，詩篇『祝福』にあらわれたボードレールの¥¥宗教”を見た

わけであるが，その‘‘宗教”を考える際に忘れてはならないのは，｀詩

人”という意識である。この意識そのものが‘‘宗教”になるのではな

いか。彼の詩作品一詩的言語一にあらわれる両義対立性は，何処で，

統一されているのだろうか。

ボードレールは，勿論｀詩人”としての意識を強く持ち続けたので

あるが，例えば，次のように語る言葉に注意しよう。

-Comment, par une serie d'efforts determinee, 

!'artiste peut s'elever a une ongmalite proport10nnelle.22> 
この独自性とは，いってみれば,,宗教”とも言えるものではなかろ
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うか。それが，ボードレールが，『悪の華』という詩集の中に意図した

ことであることを考えるとき，宗教を詩の中に取り込む或いは移し変

えるのではなく，詩によってひとつの宗教を創り出すこと，これが，

ボードレールが詩人として自らに荷したテーマであると言えるだろう。

C'est !'imagination qui a enseigne a l'homme le sens moral de 

la couleur, du contour, du son et du parfum. Elle a cree, au com-

mencement du monde, l'analogie et la metaphore. Elle decom-

pose toute la creation, et, avec les materiaux amas廷set disposes 

suivant des regles dont on ne peut trouver l'origine que dans le 

plus profond de l'ame, elle cree un monde nouveau, elle produit 

la sensation du neuf.23> 

上のボードレールの言葉は『1859年のサロン』の中の想像力に関す

る一項からの引用であるが，これはまた，ボードレールの‘‘宗教”が

目指し，そして成しえたところのものであるとも言えそうである。そ

して，重要だと思われるのは，それが，魂の最も深奥な部分からのみ

生れでる規矩に従ってなされるべきことである。これは，魂の最も深

いところで，常に「絶対の存在」と対峙することによってのみ発せら

れる言葉ではなかろうか。ボードレールは，『火箭』の中に，

Quand meme Dieu n'existerait pas, la Religion serait encore 

Sainte et Divine~•> 

という言葉を残しているが，この言葉も，人間の営み，精神の営みの

なかで，常に「絶対の存在」へのアプローチがなされるだろうし，そ

のこと自体のなかに，或いは，このことによってのみ，「宗教」が神的

一神に関連したーなものであることを述べたものであろう。この時点

に於いて，ボードレールの，神の視認・知覚は，末だ完全ではないと，

誰が言えるだろうか。というのも，神の存在を，恰かも，隣の席に坐っ

たひとを知覚するように知覚しようとするのは，不可能なのだから，
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ボードレールの宗教性につし lて（鹿毛）

特別の恵みを受けない限り。

Dieu est le seul etre qui, pour regner, n'ait meme pas besoin 

d'exister:5> 

この言葉の後の‘‘存在する"(exister)とは，知覚できる存在として

存在するということであり，最初の,,存在する''(etre) とは，人間の

知覚を超えて在る‘‘存在”を意味している。

以上の点から見られる，ボードレールの「絶対の存在」の認識は，

キリスト教徒のそれであるといえよう。 1821年4月9日，オートフュ

イユ街に誕生した彼は，三ヵ月後，恐らく聖霊降臨の祝日であったで

あろうが，サン＝スルピス聖堂で，洗礼を受け， 1867年8月31日，ドー

ム街のデュヴァル診療院で終油の秘跡を受けたのち， 46歳でこの世を

去るまで，カトリック教徒であった。彼は，‘‘油を塗られた者”として

生涯を終えたのである。

併しながら，先にも見たように，何人かの批評家が，彼のカトリッ

ク信仰に留保しているが，常に「絶対の存在」との関連に於いて，人

間の存在の¥¥真理”を解き明かそうとし，「絶対の存在」との関連に於

ける自らの魂の深奥の部分を披痙しようとする，詩人ボードレール

の態度は，詩的創造という視点を見失わなかった。この態度は，「絶対．．．．．． 
の存在」と常に対峙していた詩人の詩人としての真に真摯なる態度と

言えるだろう。

TEXTE: Baudelaire: CEuvres completes 1. (1975) 

2. (1976) 

Baudelaire: Correspondances 1. (1973) 

2. (1973) 

Bibliotheque de la Bleiade 
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